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【
資
料
紹
介
｝

神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
所
蔵
の
旧
横
浜
正
金
銀
行

調
査
部
図
書
に
つ
い
て

ｌ
旧
横
浜
正
金
銀
行
資
料
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
紹
介
ｌ
そ
の
１

【
要
旨
］
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
で
収
蔵
す
る
横
浜
正
金
銀
行
に
関
す
る
資
料
類

（
旧
横
浜
正
金
銀
行
資
料
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
に
つ
い
て
、
集
積
の
経
緯
と
そ

の
内
容
に
つ
い
て
の
概
要
を
説
明
し
、
そ
の
中
か
ら
旧
横
浜
正
金
銀
行
調
査

部
蔵
書
に
押
さ
れ
て
い
る
蔵
書
印
を
分
類
し
、
そ
の
特
徴
に
つ
い
て
紹
介
す

↓
（
》
○

【
キ
ー
ワ
ー
ド
一

横
浜
正
金
銀
行
資
料
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
蔵
書
蔵
書
印 寺

嵜

弘

康

神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
は
、
旧
横
浜
正
金
銀
行
本
店
建
築
を
利
用
し
た
博
物

館
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
同
行
の
国
内
業
務
を
継
承
し
た
東
京
銀
行
と
、
横
浜
正
金

銀
行
及
び
東
京
銀
行
の
行
員
の
同
窓
組
織
で
あ
る
正
友
会
か
ら
の
全
面
的
な
協
力

を
得
て
、
一
九
六
七
（
昭
和
四
十
二
）
年
の
県
立
博
物
館
開
館
時
に
常
設
の
「
横

浜
正
金
銀
行
展
示
資
料
室
」
を
設
置
し
、
同
行
の
歴
史
を
多
様
な
資
料
に
よ
り
紹

介
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
県
立
博
物
館
の
常
設
展
示
計
画
の
見
直
し
に
と
も
な
い

「
横
浜
正
金
銀
行
展
示
資
料
室
」
は
一
端
閉
鎖
さ
れ
る
も
の
の
、
横
浜
正
金
銀
行

に
関
係
す
る
諸
資
料
の
収
集
は
継
続
し
て
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
。

一
九
九
五
（
平
成
七
）
年
三
月
に
県
立
博
物
館
が
県
立
歴
史
博
物
館
と
し
て
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
際
に
、
横
浜
正
金
銀
行
の
営
業
室
内
壁
な
ど
を
復
元
す
る
と
同

時
に
、
常
設
展
示
室
の
一
角
に
横
浜
正
金
銀
行
コ
ー
ナ
ー
を
再
び
設
置
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
翌
九
六
年
三
月
に
は
、
三
菱
銀
行
と
の
合
併
を
前
に
東
京
銀
行
調
査

部
よ
り
図
書
類
の
寄
贈
を
受
け
、
さ
ら
に
二
○
○
四
（
平
成
十
六
）
年
に
は
横
浜

正
金
銀
行
本
店
創
建
一
○
○
周
年
を
記
念
し
て
東
京
三
菱
銀
行
よ
り
旧
東
京
銀
行

コ
イ
ン
室
の
貨
幣
類
が
一
括
寄
贈
さ
れ
、
当
館
に
お
け
る
横
浜
正
金
銀
行
関
係
資

料
は
充
実
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
資
料
群
は
「
旧
横
浜
正
金
銀
行
資
料

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
と
総
称
し
、
整
理
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
を
お
こ
な
い
、
展
示
な

ど
の
公
開
や
、
調
査
研
究
事
業
な
ど
に
活
用
し
て
い
る
。

旧
横
浜
正
金
銀
行
資
料
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
以
下
の
と
お
り
六
つ
の
資
料
グ
ル
ー

プ
に
区
分
で
き
る
。

１
東
京
銀
行
横
浜
支
店
有
償
譲
渡
の
際
の
引
継
資
料

｜
旧
横
浜
正
金
銀
行
資
料
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
概
要
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１
一
九
六
四
（
昭
和
三
十
九
）
年
に
、
東
京
銀
行
が
神
奈
川
県
に
同
行
横
浜

支
店
（
旧
横
浜
正
金
銀
行
本
店
）
の
土
地
・
建
物
を
有
償
で
譲
渡
し
た
際
に
、
建

物
と
と
も
に
引
き
継
い
だ
資
料
で
、
①
旧
横
浜
正
金
銀
行
の
備
品
タ
グ
（
Ｙ
Ｓ
Ｂ
）

が
打
た
れ
た
調
度
什
器
類
や
防
火
シ
ャ
ッ
タ
ー
の
巻
き
上
げ
ハ
ン
ド
ル
な
ど
、
②

旧
横
浜
正
金
銀
行
本
店
の
大
型
写
真
、
③
関
東
大
震
災
後
の
本
店
修
理
関
係
の
工

事
図
面
や
書
類
で
あ
る
。

①
の
調
度
什
器
に
つ
い
て
は
、
県
立
博
物
館
開
館
当
初
か
ら
勤
務
し
て
い
る
職

員
の
話
に
よ
れ
ば
、
机
な
ど
は
事
務
用
や
資
料
整
理
用
と
し
て
多
く
が
そ
の
ま
ま

使
用
さ
れ
て
い
た
が
、
破
損
し
た
り
新
規
の
ス
チ
ー
ル
製
机
と
の
交
換
な
ど
に
よ

り
廃
棄
さ
れ
て
し
ま
い
、
現
在
で
は
帳
簿
立
二
基
、
小
物
収
納
箱
一
台
、
書
類
引

出
一
台
し
か
確
認
で
き
な
い
。
こ
の
ほ
か
東
京
銀
行
時
代
の
行
員
机
や
椅
子
も
少

数
で
あ
る
が
現
存
し
て
い
る
。
関
東
大
震
災
後
の
修
復
工
事
の
際
に
、
窓
サ
ッ
シ

ュ
や
防
火
用
ギ
ア
式
シ
ャ
ッ
タ
ー
の
修
理
が
お
こ
な
わ
れ
る
が
、
修
理
さ
れ
な
い

で
創
建
当
時
の
も
の
も
あ
り
、
そ
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
巻
き
上
げ
用
の
ハ
ン
ド
ル
も
残

存
し
て
い
る
。
②
の
大
型
写
真
は
、
一
九
○
四
（
明
治
三
十
七
）
年
の
本
店
創
建

時
に
小
川
一
真
が
撮
影
し
た
全
景
写
真
を
、
縦
六
十
ｍ
横
七
十
二
叩
の
大
判
に
引

き
伸
ば
し
て
額
装
し
て
お
り
、
状
態
な
ど
か
ら
関
東
大
震
災
後
か
ら
昭
和
初
年
に

6 5 4 3 2

東
京
銀
行
時
代
か
ら
の
借
用
資
料

東
京
銀
行
調
査
部
蔵
書

東
京
三
菱
銀
行
寄
贈
の
国
内
外
の
貨
幣
・
紙
幣
類

県
立
博
物
館
時
代
か
ら
収
集
し
た
資
料

横
浜
正
金
銀
行
行
員
資
料

制
作
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
関
東
大
震
災
に
よ
り
焼
失
し
た
ド
ー
ム
を

撤
去
し
た
状
態
の
全
景
写
真
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
東
京
銀
行
時
代
に
作
成
さ
れ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。
③
の
図
面
類
は
、
横
浜
正
金
銀
行
の
行
章
が
孔
版
印
刷
さ
れ

た
文
書
箱
（
杉
板
製
）
に
納
め
ら
れ
て
い
た
も
の
で
、
平
成
五
年
に
博
物
館
の
地

下
倉
庫
か
ら
発
見
さ
れ
た
資
料
で
あ
る
。
本
店
の
震
災
修
復
工
事
関
係
の
書
類
、

横
浜
市
西
区
宮
崎
町
に
震
災
後
に
建
設
さ
れ
た
「
横
浜
正
金
銀
行
接
客
所
」
の
建

築
関
係
の
書
類
二
十
一
件
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
整
理
番
号
と
資
料
名
が
書
類
表
紙

や
包
装
紙
に
同
一
の
筆
体
に
よ
り
朱
書
き
さ
れ
て
い
る
が
、
誰
が
整
理
し
た
の
か

は
不
明
で
あ
る
。

２
一
九
六
七
（
昭
和
四
十
三
年
県
立
博
物
館
開
館
時
に
設
置
さ
れ
た
「
横

浜
正
金
銀
行
展
示
資
料
室
」
に
陳
列
し
て
い
た
資
料
は
東
京
銀
行
か
ら
借
用
し
て

い
た
も
の
で
、
展
示
資
料
室
の
閉
鎖
後
に
も
一
部
は
継
続
し
て
借
用
し
て
い
た
。

一
九
九
五
（
平
成
七
）
年
に
も
数
点
を
追
加
借
用
し
た
分
を
含
め
て
合
計
二
十
件

三
十
一
点
の
資
料
群
で
あ
る
。
そ
の
中
に
は
、
明
治
十
三
年
二
月
に
大
隈
重
信
大

蔵
卿
名
で
交
付
さ
れ
た
「
横
浜
正
金
銀
行
開
業
免
状
」
を
は
じ
め
、
横
浜
正
金
銀

行
閉
鎖
ま
で
使
用
さ
れ
て
い
た
銀
行
印
、
大
正
時
代
に
作
成
さ
れ
た
本
支
店
の
写

真
ア
ル
バ
ム
、
一
九
二
○
（
大
正
九
）
年
の
創
業
四
○
周
年
を
記
念
し
て
株
主
に

贈
呈
さ
れ
た
正
金
銀
行
の
行
章
入
朱
塗
木
杯
、
一
九
三
○
（
昭
和
五
）
年
英
貨
公

債
証
書
の
見
本
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
。

３
一
九
九
六
（
平
成
八
）
年
二
月
に
東
京
銀
行
調
査
部
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
図

書
・
雑
誌
類
。
同
年
四
月
一
日
に
東
京
銀
行
と
三
菱
銀
行
が
合
併
す
る
こ
と
に
な

り
、
そ
れ
に
先
立
ち
東
京
銀
行
よ
り
横
浜
正
金
銀
行
時
代
の
和
洋
の
図
書
・
雑
誌

類
と
横
浜
正
金
銀
行
が
作
成
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
類
を
含
む
同
行
調
査
部
架
蔵
の

－45－



図
書
・
雑
誌
、
段
ボ
ー
ル
一
、
二
三
六
箱
分
を
受
け
入
れ
た
。
そ
の
中
か
ら
横
浜

正
金
銀
行
の
蔵
書
印
ま
た
は
収
受
印
が
押
印
さ
れ
て
い
る
図
書
や
雑
誌
類
と
、
押

印
が
な
く
て
も
一
九
四
七
（
昭
和
二
十
二
）
年
一
月
一
日
の
正
金
銀
行
改
組
以
前

に
刊
行
さ
れ
た
図
書
類
を
当
館
で
選
別
し
た
。
そ
の
結
果
、
一
万
三
四
三
冊
の

「
旧
横
浜
正
金
銀
行
調
査
部
蔵
書
」
と
し
て
公
開
し
て
い
る
が
、
閲
覧
に
際
し
て

は
事
前
の
申
請
が
必
要
で
あ
る
。
仮
目
録
は
館
内
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ラ
イ
ブ
ラ
リ

ー
で
閲
覧
で
き
る
。
ま
た
、
右
以
外
に
も
銀
行
史
や
経
済
・
金
融
に
関
係
す
る
図

書
類
は
「
東
銀
文
庫
」
と
し
て
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
内
の
開
架
棚
で
公

開
し
て
い
る
。

４
二
○
○
四
（
平
成
十
六
）
年
七
月
、
東
京
三
菱
銀
行
か
ら
日
本
国
内
外
の

貨
幣
紙
幣
類
の
寄
贈
を
受
け
、
さ
ら
に
横
浜
正
金
銀
行
東
京
支
店
の
什
器
類
も
受

け
入
れ
た
。
前
者
の
貨
幣
紙
幣
は
、
横
浜
正
金
銀
行
が
収
集
し
て
い
た
内
外
の
金

銀
貨
類
と
東
京
銀
行
が
一
九
九
五
（
平
成
七
）
年
度
ま
で
収
集
し
て
い
た
金
銀
コ

イ
ン
や
記
念
貨
幣
、
横
浜
正
金
銀
行
が
二
十
世
紀
初
頭
に
中
国
（
渭
国
・
中
華
民

国
）
で
発
行
し
た
「
横
浜
正
金
銀
行
券
」
、
二
十
世
紀
前
半
に
中
国
各
地
の
諸
銀

行
が
発
行
し
た
紙
幣
な
ど
で
、
総
数
は
一
万
二
三
八
一
点
を
数
え
、
整
理
点
検
の

上
、
「
日
本
国
及
び
諸
外
国
の
貨
幣
・
紙
幣
類
」
の
名
称
で
収
蔵
し
て
い
る
。
後

者
の
什
器
類
は
、
旧
東
京
銀
行
本
店
（
旧
横
浜
正
金
銀
行
東
京
支
店
）
に
保
管
さ

れ
て
い
た
金
銀
計
測
用
天
び
ん
秤
（
明
治
十
七
年
大
蔵
省
造
幣
局
製
造
）
、
「
正
金
」

の
文
字
入
り
の
消
防
ホ
ー
ス
や
消
防
用
刺
子
地
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
正
金
銀
行
の
タ

グ
の
付
い
た
テ
ー
ブ
ル
と
い
っ
た
什
品
な
ど
を
、
特
別
展
「
横
浜
正
金
銀
行
」
に

あ
わ
せ
て
受
入
れ
た
。
金
銀
計
測
用
の
天
び
ん
秤
は
、
も
と
も
と
横
浜
止
金
銀
行

本
店
の
「
改
銀
場
」
に
設
置
さ
れ
、
正
金
（
金
銀
塊
・
金
銀
貨
）
の
計
測
に
用
い

ら
れ
た
も
の
で
、
本
来
設
置
さ
れ
て
い
た
本
店
へ
と
里
帰
り
し
た
資
料
で
あ
る
。

消
防
関
係
の
資
料
は
、
一
九
三
九
（
昭
和
十
四
）
年
か
ら
大
規
模
営
業
所
（
百
人

以
上
）
に
設
置
が
義
務
化
さ
れ
た
特
設
防
護
団
（
防
空
や
防
火
の
た
め
の
自
衛
消

防
組
織
）
で
使
用
さ
れ
た
用
具
で
、
横
浜
正
金
銀
行
東
京
支
店
で
は
「
正
金
特
設

防
護
団
組
織
要
綱
」
に
基
づ
き
防
空
演
習
や
消
防
訓
練
で
用
い
た
の
で
あ
る
。
ち

な
み
に
東
京
支
店
で
は
隣
接
の
日
本
銀
行
、
三
越
と
共
同
し
た
消
防
訓
練
が
戦
前

か
ら
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
と
い
う
。

５
当
館
で
収
集
し
た
資
料
は
、
一
九
○
四
（
明
治
三
卜
七
）
年
本
店
建
築
落

成
の
際
に
作
成
さ
れ
た
『
横
浜
正
金
銀
行
建
築
要
覧
』
、
同
じ
く
新
築
落
成
の
際

に
花
崗
岩
を
納
入
し
た
業
者
へ
の
感
謝
状
、
一
八
九
九
（
明
治
三
十
三
年
改
祇

の
『
横
浜
正
金
銀
行
定
款
』
、
株
主
総
会
通
知
状
、
昭
和
期
の
横
浜
正
金
銀
行
の

辞
令
類
、
株
主
総
会
の
時
に
株
主
に
送
ら
れ
た
紅
白
の
正
金
銀
行
徽
章
が
描
か
れ

た
漆
塗
の
菓
子
箱
な
ど
で
あ
る
。

６
特
別
展
「
横
浜
正
金
銀
行
」
の
開
催
を
き
っ
か
け
に
、
横
浜
服
金
銀
行
の

行
員
の
遺
族
や
ご
本
人
か
ら
資
料
提
供
の
申
し
出
が
あ
り
、
そ
れ
ら
は
現
在
整
理

作
業
を
し
て
い
る
。
ジ
ュ
ー
ル
・
ヴ
ェ
ル
ヌ
の
『
八
十
日
間
価
界
一
周
」
の
翻
訳

者
と
し
て
有
名
で
あ
る
川
島
忠
之
助
は
、
横
浜
正
金
銀
行
リ
ョ
ン
支
店
が
一
八
八

二
（
明
治
十
五
）
年
に
設
置
さ
れ
る
際
に
初
代
支
配
人
と
し
て
赴
任
し
た
人
物
で

あ
る
が
、
そ
の
関
係
資
料
中
に
は
本
支
店
間
の
業
務
通
信
（
複
写
書
簡
）
や
写
真

等
が
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
第
十
四
代
頭
取
柏
木
秀
茂
の
手
元
に
あ
っ
た
書
類
や

写
真
も
同
様
で
あ
る
。
柏
木
秀
茂
の
資
料
中
に
は
、
横
浜
正
金
銀
行
入
行
に
際
し

て
松
方
正
義
が
副
頭
取
の
高
橋
是
清
に
允
て
た
紹
介
状
が
あ
り
、
横
浜
正
金
銀
行

へ
の
就
職
の
背
景
を
う
か
が
わ
せ
る
興
味
深
い
内
容
で
あ
る
。
ま
た
、
川
崎
造
船
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の
、
水
留
取
締
役
か
ら
ヘ
ッ
ド
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
の
打
診
で
受
け
て
、
身
の
振
り
方
に

苦
悩
す
る
柏
木
に
対
し
て
、
井
上
準
之
助
頭
取
が
柏
木
を
慰
留
す
る
書
簡
も
含
ま

れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
欧
米
勤
務
が
長
か
っ
た
た
め
か
、
外
国
人
の
写
真
や
書
簡

な
ど
も
多
数
あ
る
。

次
に
旧
横
浜
正
金
銀
行
資
料
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
で
、
横
浜
ｆ
金
銀
行
調
査
部

蔵
書
の
概
要
を
紹
介
し
、
蔵
書
中
に
押
さ
れ
て
い
る
蔵
書
印
な
ど
の
特
徴
を
紹
介

す
る
。
蔵
書
は
、
基
本
的
に
は
横
浜
服
金
銀
行
調
査
部
が
所
蔵
し
て
い
た
図
書
類

で
、
一
部
東
京
銀
行
時
代
に
収
集
し
た
も
の
も
含
ま
れ
る
。
内
訳
は
和
書
七
、
七

七
九
冊
奎
般
図
書
三
、
○
九
四
冊
、
逐
次
刊
行
物
三
、
九
五
四
冊
、
横
浜
正
金
銀

行
編
集
発
行
物
七
三
一
冊
）
、
洋
書
二
、
五
六
五
冊
奎
般
図
書
二
、
二
九
八
冊
、

逐
次
刊
行
物
二
六
七
冊
）
で
あ
る
。

横
浜
正
金
銀
行
調
査
部
と
は
、
一
八
九
五
（
明
治
二
十
八
）
年
の
横
浜
正
金
銀

行
内
規
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
調
査
課
が
前
身
で
、
一
九
四
一
（
昭
和
十
六
）
年
五

月
二
十
二
日
の
頭
取
席
事
務
改
正
に
よ
り
調
査
部
と
改
称
し
た
。
そ
の
職
務
は
、

頭
取
も
し
く
は
担
当
取
締
役
の
指
揮
を
受
け
て
「
貿
易
、
財
政
、
金
融
、
商
況
其

他
重
要
事
項
ノ
調
査
、
報
告
及
図
書
ノ
整
理
、
保
管
事
務
」
と
定
め
ら
れ
て
い
る

言
重
役
会
備
忘
録
第
七
冊
』
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
「
横
浜
正
金
銀
行
」
）
。
調
査

部
（
課
）
で
は
内
外
の
貿
易
、
財
政
、
金
融
、
商
況
な
ど
の
調
査
業
務
を
お
こ
な

い
、
そ
の
調
査
結
果
を
「
行
報
』
、
『
通
報
」
、
『
調
査
報
告
』
、
『
調
査
資
料
』
と
い

っ
た
行
内
用
印
刷
物
と
し
て
ま
と
め
て
い
る
が
、
業
務
遂
行
の
た
め
に
は
、
貿
易

や
金
融
、
経
済
や
政
治
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
図
書
を
収
集
し
、
あ
る
い
は
内
外

二
旧
横
浜
正
金
銀
行
調
査
部
蔵
書
と
蔵
書
印

の
支
店
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
現
地
か
ら
の
報
告
や
統
計
資
料
な
ど
を
入
手
し
て
い
た

の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
調
査
部
に
は
国
内
だ
け
で
な
く
世
界
各
国
の
政
治
、
経

済
、
財
政
、
貿
易
、
社
会
、
地
理
、
言
語
な
ど
の
多
様
な
分
野
の
図
書
類
が
集
積

さ
れ
た
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

実
際
に
、
横
浜
正
金
銀
行
調
査
部
に
は
ど
れ
だ
け
の
蔵
書
が
架
蔵
さ
れ
て
い
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
数
値
を
把
握
で
き
て
い
な
い
が
、
一
九
二
三
（
大
正
ト
ー
）

年
の
関
東
大
震
災
に
よ
っ
て
本
店
内
部
が
地
下
金
庫
室
を
除
き
ほ
ぼ
全
焼
し
た
た

め
、
架
蔵
の
主
要
帳
簿
と
一
緒
に
図
書
類
の
多
く
が
焼
失
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
「
旧
横
浜
正
金
銀
行
調
査
部
蔵
書
」
は
震
災
以
降
に
収
集
し
た
図
書

が
中
心
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
、
震
災
後
に
各
地
の
支
店

か
ら
調
査
部
へ
回
送
さ
れ
た
図
書
、
役
員
や
行
員
な
ど
か
ら
寄
附
さ
れ
た
図
書
も

あ
る
た
め
か
、
震
災
前
に
発
行
さ
れ
た
図
書
も
少
な
く
な
い
・

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
横
浜
正
金
銀
行
の
国
内
営
業
を
讓
渡
さ
れ
た
東
京
銀
行

は
、
旧
横
浜
正
金
銀
行
調
査
部
の
蔵
書
も
引
き
継
い
だ
が
、
’
九
五
九
（
昭
和
三

四
）
年
と
六
○
年
の
二
度
に
わ
た
り
和
漢
書
・
資
料
類
約
一
八
、
○
○
○
冊
を
東

京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
に
寄
贈
し
て
い
る
。
寄
贈
の
理
由
は
定
か
で
な
い
が
、

東
洋
文
化
研
究
所
で
は
必
要
な
ア
ジ
ア
関
係
の
図
書
を
中
心
に
「
東
京
銀
行
調
査

部
旧
蔵
資
料
」
と
し
て
収
蔵
し
、
そ
れ
以
外
の
図
書
は
東
京
大
学
経
済
学
部
図
書

館
に
移
管
さ
れ
て
い
る
。
東
京
大
学
に
寄
贈
さ
れ
て
も
な
お
多
数
の
図
書
類
が
東

京
銀
行
調
査
部
に
残
存
し
て
い
た
が
、
前
述
の
よ
う
な
関
係
で
東
京
銀
行
調
査
部

か
ら
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
に
寄
贈
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
蔵
書
の
内
容
は
「
旧

横
浜
正
金
銀
行
調
査
部
蔵
書
」
仮
目
録
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

さ
て
、
図
書
に
は
一
三
○
種
類
を
越
え
る
蔵
書
印
や
仕
切
印
な
ど
の
印
章
が
押
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表1 横浜正金銀行蔵書印

恥 種別 印影 狸印年月日 ｜ 枠特徴 ｜印材 寸法皿 印影恥
①

銀

行

名

皿

②

調

査

課

名

横浜正金銀行蔵書印

横浜正金銀行蔵書印

横浜正金銀行図書No900

角印 ５

７

３

３

横
横

×

×

５

５

５

３

３

４

縦
縦
径

１

２

３

４

ゴム ５

６

０

０

０

０角印
欠正円子持枠

木
~ゴム欠 欠欠 087

横浜正金銀行文庫印第号冊之内
■■■B■■■■■■■■■■■■■■■■■■■a巳■■■■■■■■■■●■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■DB●●p■■■■

THEYOKOHAMASPECIEBANK,LTD

YOKOHAMAJAPAN

調査課図書

THEYOKOHAMASPECIEBANK,LTD

横浜正金銀行

[調査課］図書

横浜E令銀行調査課図書

横浜正金銀行調査課之図耆

横浜正金銀行調査課之図書

角印 木 縦44×横44

2 楕円子持枠 ゴム縦30×横46

004

~~~~~~0145 1922 4

楕円子持枠 ゴム ６

８

４

４

横

横

×

×

０

３

３

３

縦

縦

6 １

８

２

２

９

９

１

１

1 ６

６

２

３

０

０

Ａ

蔵

書

印

15 楕円子持枠

角印

７
８
ｌ
９
ｌ
ｍ
ｕ

３ 幸
一
垂ゴム

ゴム

ム

５

５

横
横

×

×

９

９

５

５

縦
縦 利

Ｉ
上

001

角印

角印

正円子持枠

制
１
入
■

５

５

”

横

撞

×

×

》

９

９

，

５

５

５

ｍ

３

縦

維

径

ム

皿

ム

ム

ゴ

、

ヨ

ゴ

ゴ

木

皿
一
皿
》
咽

横浜正金銀行調査課之図書

横浜正金銀行東京支店

図書之印

横浜正金銀行東京支店

図書之章

横浜正金銀行東京支店蔵書

1924

③
支
店
名

(大正)8

(1919)
正円子持枠

角印

径40

縦35×横35

２

３

１

１

9 12 085

008

横浜正金銀行東京支店蔵耆

横浜正金銀行東京支店蔵書

横浜正金銀行北京支店図書室之印

角印

角印

木 縦35×横35 1 009狸
一
喝
焔
一
面

木
木

５

４

４

４

横
横

×

×

５

９

４

３

縦
縦

０

３

１

１

０

０角印

THEYOKOHAMASPECIEBANK，LTD

REGISTEREDINJAPAN
楕円子持枠 ゴム

ゴム

縦31×横531930 9 15 039

THEYOKOHAMASPECIEBANK,LTD

REGISTEREDINJAPAN
楕円子持枠

楕円子持枠

縦33×横5118 1916

９

４

２

1，

1色 038

ゴム縦30×横51 1 15019

20

21

22

THEYOKOHAMASPECIEBANK,LTD

THEYOKOHAMASPECIEBANK，LTD

YOKOHAMA

THEYOKOHAMASPECIEBANK，LTD

YOKOHAMA

THEYOKOHAMASPECIEBANK，LTD

YOKOHAMA,IAPAN

1908 10

楕円子持枠 ゴム 縦29×横461922 1 26 ２

０

１

３

２

２

２

２

０

０

０

０

①
銀
行
名

楕円子持枠 ゴム 縦29×横481927 Oワ
ムイ12

楕円子持枠 ゴム

ゴム

６

０

４

４

横

横

×

×

９

２

２

２

縦

縦

1921 19

YOKOHAMASPECIEBANK,Ltd.

YokohamaJapan

YSBYokohama

(Y､S､B.)

(Yokohama)

THEYOKOHAMASPECIEBANK，LTD

YOKOHAMAJAPAN

調査部

楕円子持枠詔

型

一

記

1897

(大正)7

(1918)

10
の、

色色

正円子持枠 径28ゴム２12 083

綴'0 1 ！ 18 正円枠 ｜ゴム 径25 1 075

1…蔚熱…bl胤蝋;…↑…鮒Ｂ

仕

切

印

26 1920 5

THEYOKOHAMASPECIEBANK，LT[）

横浜正金銀行

調査課

楕円子持枠
→）
－A坐為 縦29×横451924 16 2327 025

THEYOKOHAMASPECIEBANK，LTD

YOKOHAMAJAPAN

調査課

楕円子持枠 縦30×横46ゴム28 1924 9 3 015

THEYOKOHAMASPECIEBANK，LTD

YOKOHAMAJAPAN

調査課

THEYOKOHAMASPECIEBANK

ECONOMICRESEARCHDept.

横浜正金銀行調査課

THEYOKOHAMASPECIEBANK

ECONOMICRESEARCHDept.

横浜正金銀行調査部

楕円子持枠 ゴム 縦3()×横46ワQ
～ｰ 1926 6 16 016

楕円子持枠 縦31×横45ゴム30 1QQQ
▲vUJ 189 018

13 楕円子持枠

18 楕円子持枠

13 縦31×横45ゴム

ゴム

皿
一
浬

1943 ７ ９

８

１

２

０

０横浜正金銀行頭取席調査課 縦27×横421912 10

ｊ３１９

２
０横浜正金銀行頭取席調査課大正 16 楕円子持枠 縦27×横41ゴム33 10 03］

大正8

(1919)
横浜正金銀行頭取席調査課

横浜正金銀行頭取席調査課

購入

3 楕円子持枠 ゴム 縦28×横4234 11 032

7 楕円子持枠 縦32×横42ゴム妬
一
妬

1924 037３

調査課受付

調査課部長

調査Y,S､B、

担任Index掲載

担任受付返信Index掲載

9 8 角印

5 27 角印

6 6 正円枠

8 8 楕円子持枠

10 18楕円子持枠

楕円子持枠

角印

正円枠

”’６

8 楕円子持枠

18楕円子持枠

ゴム縦44×横31 1 096恥
一
恥

②
部
課
名

縦38×横25

径29

諏
一
犯
調
一
卯

ゴム

ゴム

７

０

９

７

０

０皿
一
皿横浜正金銀行検査部 ２

２

４

４

横
横

×

×

８

８

２

２

縦
縦

ゴム

ゴム

９

１

４

５

１

１INSPECTED検査課 1922

横浜正金銀行検〔杳課〕 幸
一
垂

５

４

４

４

横

横

×

×

０

８

３

２

縦

縦

41 ３

２

３

５

０

０THEYOKOHAMASPECIEBANK，LTD

INVESTIGATIONDEPARTMENT

横浜正金銀行総務部文書係

7 楕円子持枠鯉

皿

哩
一
娼

３

7 12 楕円子持枠 ｜ゴム縦28×横42 1 035

文書課Y,S,B

正金文書

９

０

２

３

径
径

正円枠

正円枠

ゴム

ゴム

44

45

“
｜
恥

６

４

２

２

肥
一
咽

９

７
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押印年月日 枠特徴
1942 7 14 正円子持枠

印影 副詞雨

082

恥 種別 印材 寸法､雁

ゴム径30正金文書46

47 ｊ８０

１

虹
叩
皿

横浜正金銀行計算課明治

横浜正金銀行総務部計算係

横浜正金銀行頭取席計算課

横浜正金銀行総務部

横浜正金銀行本店総務部行報係

横浜正金銀行簿書保在係明治

秘書課Y､S､B・

秘書部Y､S､B・

借款課Y､S､B、

３

２

４

４

４

４

横

横

横

×

×

×

９

８

０

２

２

３

縦

縦

縦

楕円子持枠

楕円子持枠

楕円子持枠

ゴム

ゴム

０

７

９

３

２

２

０

０

０唖

』 16

48

49

２１

４

１

４
一》
一L坐為唖

一
一
恥

一
町
一
蝿

楕円枠

楕円子持枠

０

５

３

４

横
横

×

×

３

８

４

２

縦
縦

ゴム

ゴム

50

１

２

３

５

５

５

12 30

44

(1911）②
部
課
名

正円子持枠
一F~》
一上今 径38

1，

L畠 20 ６

１

３

８

７

５

０

０

１

羽
卯
径
径

5 9 1正円枠 エ
｜
幸
｜
エ
｜
エ
｜
エ

３

１

３

４

９

９

１

１ 枠
枠
円
円
正
正

３

２

54

９

９

２

２

径
径

４

２

７

７

０

０

５

６

５

５

”
｜
恥

~

庶務課Y､S､B 正円枠１

６

１

４

３

１ 正円枠 径29DENSHINKAY.S・B 1923
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6
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THEYOKOHAMASPECIEBANK，LTD

REGISTEREDINJAPAN

BOMBAY

縦32×横53楕円子持枠 ゴ､ム 04687

THEYOKOHAMASPECIEBANK，LTD

CALCUTTA

THEYOKOHAMASPECIEBANK，LTD

MANILA

３

８

５

４

横

横

×

×

２
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３

２

縦

縦

20 楕円子持枠
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１
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４
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③
支
店
名
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切
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蛇
粥
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横浜正金銀行頭取席 縦長無枠 縦55×横15

縦59×横103

私
一
韮

皿
一
叩横浜正金銀行頭取席調査課

頭取席調査課

縦長無枠

縦長無枠

縦長有枠

４
今
５

ｑ
〉
Ｑ
〉 縦42×横8

縦42×横12

ゴム

ゴム

８

４

０

１

１

１調査部

横浜正金銀行頭取専属秘書役室

６

７

９

９ 縦長無枠

縦長無枠

垂
聿
幸
垂
木
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幸
エ
木
一
垂
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宰

３１
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横
横
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×

×

×

９

２

２

５

２

５

縦
縦
縦

血
咄
一
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98 秘書室

頭取席内国課

横浜正金銀行

縦長無枠９

０

９

０
１

①横浜正

国外国課
内頭取席頭取席

外国課 縦長無枠

縦長有枠
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４

１
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横
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４

４
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縦
縦
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縦42×横25 岻
啄
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横浜正金銀行外国□口部
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ｌ
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皿
皿
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垂
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さ
れ
て
い
る
。
全
く
押
印
の
な
い
図
書
も
あ
る
が
、
一
冊
の
図
書
に
複
数
の
印
が

押
さ
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
。
表
１
は
、
横
浜
正
金
銀
行
関
係
の
印
章
一
覧
で
あ

る
。
こ
こ
で
い
う
印
章
の
区
分
で
あ
る
が
、
横
浜
正
金
銀
行
（
部
課
・
支
店
）
の

「
蔵
書
」
で
あ
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
る
も
の
を
蔵
書
印
と
呼
び
、
部
課
や
支

店
で
図
書
が
受
け
入
れ
ら
れ
た
こ
と
を
示
す
も
の
が
「
仕
切
印
」
で
、
単
に
所
属

部
課
を
示
す
「
所
属
印
」
、
そ
し
て
そ
の
他
印
章
の
四
つ
に
区
別
で
き
る
。
一
般

に
仕
切
印
は
文
書
の
収
受
年
月
日
な
ど
を
記
録
す
る
た
め
、
回
転
式
文
字
盤
が
付

け
ら
れ
た
印
章
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
表
で
は
仕
切
印
の
形
状
を
有
し
な
が
ら

も
「
図
書
」
の
印
影
が
含
ま
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
便
宜
的
に
蔵
書
印
と
し
て
区

分
し
た
。
今
後
の
研
究
に
よ
り
妥
当
な
区
分
を
施
し
た
い
。

Ａ

蔵

書

印

蔵
書
印
は
十
六
種
類
確
認
で
き
る
。

①
行
名
Ｍ
１
（
図
１
）
と
恥
２
（
図
２
左
上
）
は
「
横
浜
正
金
銀
行
蔵
書
印
」

の
隷
書
体
の
印
影
で
、
Ｍ
１
の
方
が
恥
２
に
比
べ
て
文
字
が
大
き
い
。
恥
１
と
恥

２
は
併
用
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
が
、
一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
前
後
で
移
行

し
て
い
る
。
恥
４
（
図
３
）
の
「
横
浜
正
金
銀
行
文
庫
印
」
は
階
書
体
で
、
印
上

部
に
「
第
号
冊
之
内
」
と
い
う
文
字
が
あ
り
、
図
書
番
号
を
記
入
す
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。
一
九
○
○
（
明
治
三
十
三
）
年
か
ら
一
九
二
（
明
治
四
十
四
）

年
に
か
け
て
使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
恥
３
（
図
４
）
は
丸
印
で
、
上
下
に
隷

書
体
の
「
横
浜
正
金
銀
行
図
書
」
、
中
央
に
回
転
式
の
数
字
が
押
さ
れ
て
い
る

が
、
年
代
は
な
い
。
Ｍ
５
と
Ｍ
６
は
、
仕
切
印
の
形
状
で
、
楕
円
形
子
持
枠
の
中

に
弓
国
両
国
○
【
○
西
睦
言
シ
⑫
閨
Ｑ
国
国
シ
ｚ
【
Ｆ
ａ
・
国
○
尿
○
園
睦
言
Ｐ
．
］
ど
出
ｚ
」

司
困
向
昌
○
尿
○
霞
皀
房
用
国
口
両
國
匿
二
【
．
匡
具
横
浜
正
金
銀
行
」
と
あ
り
、
中
央

に
は
回
転
式
文
字
印
で
年
月
日
、
そ
れ
を
上
下
で
挟
む
よ
う
に
「
調
査
課
」
「
図

書
」
の
印
が
あ
る
。
図
書
を
受
け
入
れ
た
際
に
年
月
日
を
記
録
す
る
た
め
の
印
で

あ
る
。
Ｍ
７
も
同
様
で
あ
る
。

②
調
査
課
名
も
っ
と
も
多
く
の
図
書
に
押
印
さ
れ
て
い
る
の
が
恥
８
と
此
９

（
図
５
）
の
「
横
浜
正
金
銀
行
調
査
課
之
図
書
」
印
で
あ
る
。
両
者
の
違
い
は
印

影
の
ゴ
シ
ッ
ク
書
体
が
若
干
異
な
り
、
Ｍ
９
に
比
べ
て
Ｍ
８
の
方
が
若
干
太
い
・

両
者
の
印
は
併
用
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
一
九
三
五
（
昭
和
十
）
年
を
境

に
恥
８
か
ら
恥
９
へ
と
移
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
恥
加
（
図
６
）
の
「
横
浜
正

金
銀
行
調
査
部
之
図
言
」
印
は
、
前
述
の
と
お
り
一
九
四
一
（
昭
和
十
六
）
年
に

調
査
課
が
調
査
部
に
組
織
変
更
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
印
で
あ
る
。

③
支
店
名
Ｍ
ｎ
か
ら
恥
聡
ま
で
は
支
店
の
蔵
書
印
で
あ
る
。
恥
ｕ
と
岨
は
丸

印
で
回
転
式
文
字
が
押
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
叱
喝
以
降
は
い
ず
れ
も
方
寸
の

角
印
で
支
店
名
が
押
さ
れ
て
い
る
。
恥
妬
は
印
蒙
体
の
「
横
浜
正
金
銀
行
東
京
支

店
蔵
書
」
で
あ
る
。
東
京
支
店
は
一
九
○
○
（
明
治
三
十
三
）
年
に
出
張
所
か
ら

支
店
に
昇
格
し
た
こ
と
か
ら
、
蔵
書
印
は
い
ず
れ
も
そ
れ
以
降
の
も
の
で
あ
る
。

図
７
は
こ
の
印
が
左
上
部
に
押
さ
れ
て
い
る
図
書
の
扉
で
あ
る
。
恥
叱
の
「
横
浜

正
金
銀
行
北
京
支
店
図
書
室
之
印
」
は
行
書
体
の
印
影
で
、
上
部
に
図
書
番
号
が

記
入
で
き
る
。
北
京
支
店
の
設
置
は
一
九
○
二
（
明
治
三
十
五
）
年
で
あ
る
。

Ｂ

仕

切

印

仕
切
印
は
七
十
六
種
類
を
数
え
る
。

①
銀
行
名
恥
Ⅳ
～
恥
羽
の
仕
切
印
は
英
文
の
銀
行
名
と
年
月
日
で
、
ほ
ぼ
縦
径

訓
ミ
リ
、
横
径
蛤
ミ
リ
の
楕
円
形
で
あ
る
。
回
転
式
文
字
の
年
代
の
表
記
に
は

「
年
月
日
」
方
式
と
「
月
日
年
」
方
式
の
両
方
が
あ
る
。
恥
塑
～
妬
は
正
円
の
枠
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の
中
に
横
浜
正
金
銀
行
を
示
す
弓
の
里
の
文
字
が
あ
り
、
中
央
に
は
回
転
式
文

字
で
年
月
日
が
押
さ
れ
て
い
る
。
仕
切
印
の
多
く
は
西
暦
表
記
で
あ
る
が
、
地
型

と
恥
妬
は
元
号
を
省
略
し
た
和
暦
年
表
記
を
用
い
て
い
る
。

②
部
課
名
恥
妬
～
恥
例
は
部
課
名
印
で
あ
る
。
調
査
課
を
は
じ
め
外
国
課
、
内

国
課
、
電
信
課
、
検
査
課
、
計
算
課
、
借
款
課
、
庶
務
課
、
秘
書
課
、
文
書
課
な

ど
多
様
な
種
類
が
見
ら
れ
る
。
横
浜
正
金
銀
行
の
頭
取
席
（
本
店
の
業
務
全
般
を

扱
う
部
署
の
総
称
）
の
組
織
体
制
の
変
遷
に
つ
い
て
は
表
２
の
と
お
り
で
あ
り
、

部
課
名
印
も
組
織
変
更
に
対
応
し
て
作
成
さ
れ
た
と
見
な
せ
よ
う
。
ま
た
、
中
央

の
回
転
式
文
字
印
に
は
英
文
表
記
と
、
和
文
表
記
と
の
両
方
が
あ
る
。
図
８
は
恥

犯
の
「
頭
取
席
調
査
課
」
の
仕
切
印
で
あ
る
。

③
支
店
名
地
舵
～
地
蛇
は
支
店
印
で
、
多
く
は
楕
円
で
、
外
周
に
行
名
と
支
店

名
が
あ
り
、
中
央
に
回
転
式
文
字
と
い
う
共
通
の
様
式
で
あ
る
が
、
表
記
が
英
文

の
場
合
と
和
文
の
場
合
の
両
方
が
見
ら
れ
る
。
支
店
名
の
仕
切
印
が
残
存
す
る
支

店
（
出
張
所
を
含
む
）
と
し
て
は
、
国
内
は
神
戸
、
東
京
、
下
関
、
丸
ノ
内
出
張

所
の
四
店
の
み
で
、
外
国
支
店
は
ロ
ン
ド
ン
、
シ
ド
ニ
ー
、
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
、
サ

ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
（
図
９
）
、
シ
ア
ト
ル
、
リ
オ
ン
、
パ
リ
、
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ

ア
、
ボ
ン
ベ
イ
、
カ
ル
カ
ヅ
タ
、
マ
ニ
ラ
、
サ
イ
ゴ
ン
、
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
、

ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
、
中
国
の
大
連
、
天
津
、
芝
呆
、
香
港
、
上
海
の
十
九
で
あ

る
．
そ
れ
ら
の
開
設
年
月
日
は
表
３
を
参
照
。

Ｃ

所

属

印

所
属
印
は
二
十
七
で
、
国
内
と
海
外
支
店
と
に
分
け
ら
れ
る
。
組
織
の
変
遷
は

表
３
を
参
照
さ
れ
た
い
。
海
外
支
店
で
は
恥
加
や
恥
皿
の
よ
う
な
「
支
配
人
」
印

も
見
ら
れ
る
。

表2横浜正金銀行頭取席組織変遷図（大正9年以降）

1920(大正9)年 1921 （大正10)年 1927(昭和2)年

8月1日 12月9日 9月1日

（6課6係制） （11課1係制） （12課1係制）

1927(昭和2)年

9月1日

（12課1係制）

920(大正9)年

8月1日

（6課6係制）

1921 （大正10)年

12月9日

（11課1係制） hWj
l941 (昭和16)年 1

12月11日

（8部5課1室制）

1943(昭和18)年

4月30日

（10部1室制）

1930(昭和5)年

7月1日

（9課3係制）

1941(昭和16)年

5月22日

（8部4課制）

…
文書係

信用係

電信係

金融係
計算係

総務課

一一

ｐｐ
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本
稿
で
は
、
旧
横
浜
正
金
銀
行
調
査
部
蔵
書
に
押
さ
れ
た
蔵
書
印
に
つ
い
て
紹

介
し
て
き
た
が
、
こ
の
蔵
書
印
か
ら
だ
け
で
は
横
浜
正
金
銀
行
の
姿
を
明
ら
か
に

表3蔵書印のある横浜正金銀行店舗の一覧お
わ
り
に

そ
の
他
と
し
て
は
、
図
耆
の
購
入
や
寄
贈
を
明
記
す
る
印
雨
加
～
叱
哩

頭
取
席
各
課
で
回
覧
す
る
図
書
に
押
さ
れ
た
印
雨
哩
～
恥
哩
も
あ
る
。

は
い
わ
ゆ
る
「
隠
し
印
」
と
思
わ
れ
る
．

Ｄ

そ

の

他

名
岬

舗店 開業時の店舗格と変遷

支店

出張所→支店

出張所→支店

支店(再開）

出張所

出張所(再開）

開業時の店舗格と変遷

出張所→支店

出張所→支店

出張所→支店

出張所→支店

出張所→支店

支店

出張所→支店

出張所

派出所→出張所→支店

開業時の店舗格と変遷

日
Ⅳ
１

業
私
５
３
恥
、
皿
麹
哩
理
哩
蠅
即
皿
皿
恥
、
郵
邸
狸
吐
昼

開
帥
鯛
岨
粥
酊
妬
開
叩
帆
船
妬
的
蛇
妬
岫
調
開
喝
郡
釧
砲

８

８

９

９

９

９

９

９

８

８

９

９

９

９

９

９

９

８

８

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

支店昇格日 閉鎖日

垂
噸

０

１

１

イ
ー
Ｌ
Ｐ
ヘ
リ

０

９

０

１

９

９

１

１ 1938，11．4

1939．3．10

1944．4．30

1947．3．27

閉鎖日
1945．7．31

丸の内

店舗名

牛荘(営口）

大連

上海

支店昇格日
'919．5．10

1906．3．10

1900．1.’

1900．1．1

1900．1 ．1

香港

天津

北京

漢口 1908.3.10

1909．9．30

閉鎖日

1941．6．1

芝呆

~店舗名 1941．3．10

支店昇格日
'919．5．10

1940．3．9

1884.12，1

1901．1．1

1933．10．1

出張所→支店

出張所→支店

出張所→支店

出張所→支店

出張所→支店

支店

出張所→支店出張所→支店

シドニー

アレキサンドリア

ロンドン

リオン

パリ

ハンブルグ
６

５

８

１

７

８

５

１

４

５

３

４

４

９

９

９

１

１

１

５

５

１

１

７

９

８

１

０

０

３

２

８

９

９

８

１

１

１

出張所→支店

出張所→支店

ニュー。 、ク ０

０

０

１

１

１

１

５

１

５

５

９

０

９

９

１

０

１

１

９

９

９

９

１

１

１

１

サンフランシスコ 出張所

シアトル 出張所

ブエノスアイレス 出張所

リオデジャネイロ 支店

ボンベイ(現･ムンバイ）出張所

カルカッタ 出張所

シンガポール 出張所

出張所
マニラ

出張所

３

１

３

６

２

９

１

．

．

．

．

２

５

１

２

６

１

６

６

５

７

１

１

９

３

１

４

６

６

７

８

９

４

１

６

８

２

０

１

８

１

１

１

９

１

１

１

４

２

４

８

９

９

９

８

９

９

９

９

９

９

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

垂一

華

1929．10．3］

０

０

０

１

１

１

１

１

５

５

５

０

９

９

９

０

１

１

１

９

９

９

９

１

１

１

１

→支店

出張所→支店

出張所→支店

支店(再開）

出張所
山J火ﾉﾉ’

８

８

１

５

２

２

６

３

Ｑ

１

１

１

３

１

１

１

５

１

５

４

４

４

３

４

９

９

９

９

９

１

１

１

１

１棚や サイゴン
出張所(再開)→支店 1942．3．10

出典:｢横浜正金銀行全史｣第6巻(1984年刊行)により作成

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
．
し
か
し
、
世
界
各
地
か
ら
さ

ま
ざ
な
ま
図
書
や
資
料
が
調
査
部
に
集
積
さ
れ
、
そ
れ
を
も
と
に
さ
ま
ざ
ま
な
金

融
や
経
済
の
分
析
が
な
さ
れ
、
世
界
三
大
為
替
銀
行
の
ひ
と
つ
と
ま
で
称
さ
れ
た

よ
う
に
横
浜
正
金
銀
行
が
発
展
し
た
背
景
に
は
、
同
行
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
と
い
え

る
情
報
の
「
金
庫
」
と
し
て
の
調
査
部
図
書
が
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

た
だ
、
ひ
と
つ
残
念
な
こ
と
は
、
横
浜
正
金
銀
行
か
ら
蔵
書
を
引
き
継
い
だ
東

京
銀
行
で
は
、
「
横
浜
正
金
銀
行
調
査
課
之
図
書
」
印
の
上
に
、
こ
れ
と
同
じ
寸

法
枠
の
「
東
京
銀
行
本
店
調
査
部
之
図
書
」
印
を
上
か
ら
重
な
る
よ
う
に
押
し
て

お
り
、
あ
る
い
は
墨
汁
で
横
浜
服
金
銀
行
の
印
影
を
消
し
て
い
る
（
図
、
）
も
の

が
多
数
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
太
平
洋
戦
争
後
、
横
浜
正
金
銀
行
か
ら
営
業
讓
渡

を
受
け
た
東
京
銀
行
と
し
て
は
、
横
浜
正
金
銀
行
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
し
た

い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
が
、
図
書
の
伝
来
が
わ
か

る
よ
う
に
場
所
を
変
え
て
押
す
蔵
書
印
本
来
の
あ
り
方
か
ら
す
れ
ば
実
に
残
念
な

で
き
ご
と
で
あ
る
。

附

記
昨
年
四
月
よ
り
当
館
デ
ジ
タ
ル
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

冨
冒
受
呂
．
盲
自
画
隠
言
四
‐
ョ
巨
切
①
巨
言
）
の
中
で
、
旧
横
浜
正
金
銀
行
調
査
部
図
書
の

蔵
書
と
蔵
書
印
に
つ
い
て
一
部
を
紹
介
し
て
い
る
の
で
、
あ
わ
せ
て
参
照
い
た
だ

膨
大
な
旧
横
浜
正
金
銀
行
調
査
部
図
書
の
整
理
は
吉
澤
智
恵
子
嘱
託
が
担
当

し
、
掲
載
の
写
真
図
版
は
浅
井
麻
起
子
嘱
託
が
撮
影
し
た
。
記
し
て
感
謝
の
意
を

表
す
る
。

き
た
い
。
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